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令和8年度 実行組合 新体制で活動スタート令和8年度 実行組合 新体制で活動スタート

育苗（田植苗）の
引き渡しについて

　５月に入り、管内の水田では田植えに向け
た準備が本格化しています。
　育苗（田植苗）をお申し込みの皆さまには、
ＪＡ西春日井育苗センターにて引き渡しをさせ
ていただきますので、下記の引渡期間内にお
越しくださいますようお願いいたします。

【引渡期間】　令和８年５月２4日（日）〜６月19日（金）
　　　　　　※期間中は無休で対応します。
【引渡時間】　９時～１７時　　
【引渡場所】　育苗センター　北名古屋市井瀬木五町５０

【お問い合わせ先】カントリーエレベーター　ＴＥＬ：０５６８ー２５ー０１０１

営農部からご案内

https://www.ja-nishikasugai.com/https://www.ja-nishikasugai.com/
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牧野　諭紀広

（春日地区）

令
和
８
年
度

実
行
組
合 

新
体
制
で

活
動
ス
タ
ー
ト

　
実
行
組
合
は
、Ｊ
Ａ
と
組
合
員
の
橋
渡
し
と
い
う
大
き
な

役
割
を
担
う
、
地
域
農
業
の
維
持
・
継
承
を
遂
行
す
る
た

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
組
織
で
す
。 

　
４
月
、
各
地
区
で
は
実
行
組
合
の
初
会
合
が
開
か
れ
、

令
和
８
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
４
月
９
日
、
令
和
８
年
度
実
行
組
合
会
長

会
議
を
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
本
店
で
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
区

の
代
表
者
と
Ｊ
Ａ
役
職

員
が
一
堂
に
会
し
、
協

議
に
よ
り
令
和
８
年
度

Ｊ
Ａ
西
春
日
井
全
地
区

の
会
長
に
伊
藤
正
敏
氏

（
西
枇
杷
島
地
区
会
長
）、

副
会
長
に
三
宅
正
恭
氏

（
清
洲
地
区
会
長
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
議
で
は
、
役
職
員

が
令
和
８
年
度
の
事
業

方
針
及
び
事
業
計
画
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、

取
組
へ
の
理
解
と
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
実
行
組
合
は
、Ｊ
Ａ
と
組
合
員
の
橋
渡
し
と
い
う
大
き
な

役
割
を
担
う
、
地
域
農
業
の
維
持
・
継
承
を
遂
行
す
る
た

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
組
織
で
す
。 

　
４
月
、
各
地
区
で
は
実
行
組
合
の
初
会
合
が
開
か
れ
、

令
和
８
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
４
月
９
日
、
令
和
８
年
度
実
行
組
合
会
長

会
議
を
Ｊ
Ａ
西
春
日
井
本
店
で
開
催
し
ま
し
た
。
各
地
区

の
代
表
者
と
Ｊ
Ａ
役
職

員
が
一
堂
に
会
し
、
協

議
に
よ
り
令
和
８
年
度

Ｊ
Ａ
西
春
日
井
全
地
区

の
会
長
に
伊
藤
正
敏
氏

（
西
枇
杷
島
地
区
会
長
）、

副
会
長
に
三
宅
正
恭
氏

（
清
洲
地
区
会
長
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
議
で
は
、
役
職
員

が
令
和
８
年
度
の
事
業

方
針
及
び
事
業
計
画
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、

取
組
へ
の
理
解
と
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

【会　長】

伊藤　正敏

（西枇杷島地区）

【副会長】

三宅　正恭

（清洲地区）

横井　二郎

（新川地区）

杉山　健一

（西春地区）

丹羽　正実

（青山地区）

森　康守

（師勝地区）

各
地
区
の
実
行
組
合
長◎

会
長
　

○
副
会
長

西
春◎

杉
山
　
健
一
　
井
上
　
　
武

○
井
上
　
啓
治
　
魚
住
　
幹
成

○
長
谷
川
源
幸
　
白
井
　
幸
一

　
堀
場
　
廣
一
　
柴
田
　
謙
二

　
服
部
　
茂
男
　
犬
飼
　
冨
善

　
半
谷
　
重
行
　
菊
谷
　
義
一

　
栗
木
　
侑
紀
　
山
田
　
基
善

　
栗
木
　
和
彦
　
桑
原
　
正
城

　
石
田
　
金
忠
　
井
上
　
一
夫

　
宮
田
　
美
幸
　
髙
藤
　
八
郎

　
六
浦
富
美
子
　
池
山
　
英
男

　
髙
井
　
幹
朗
　
後
藤
　
文
康

　
海
川
し
の
ぶ

新
川◎

横
井
　
二
郎
　
太
田
　
正
幸

○
小
川
　
茂
信
　
浅
井
　
正
七

　
石
田
　
真
弘
　
伊
藤
　
信
子

　
伊
藤
　
　
學
　
斉
藤
　
勇
夫

　
星
野
　
良
彦
　
山
内
　
恒
和

　
土
方
　
光
雄
　
山
田
　
義
人

　
早
川
　
　
誠
　
深
見
　
博
良

西
枇
杷
島

◎
伊
藤
　
正
敏
　
近
藤
　
秋
雄

○
渡
邉
　
　
肇
　
大
橋
　
健
三

　
鈴
木
　
正
美
　
伊
藤
　
隆
司

　
渡
邉
　
勘
治
　
近
藤
　
和
子

　
渡
辺
　
義
光
　
柴
山
　
幹
子

清
洲◎

三
宅
　
正
恭
　
猪
子
　
正
美

○
後
藤
　
眞
次
　
太
田
　
　
勇

　
渡
邉
　
博
史
　
川
口
　
満
永

　
田
中
　
久
尊
　
日
下
部
錠
一

　
大
和
み
ど
り
　
福
田
　
吉
伸

　
𠮷
田
　
　
司
　
冨
永
　
澄
人

　
水
野
　
史
雄
　
小
出
　
敏
夫

　
浅
野
　
佳
伸
　
石
塚
し
の
ぶ

　
春
日◎

牧
野
諭
紀
広
　
片
山
美
佐
子

○
加
藤
　
米
美
　
太
田
　
正
康

　
小
崎
　
進
一
　
星
野
　
　
諭

　
後
藤
　
英
夫
　
松
川
　
　
正

　
鈴
木
　
一
美
　
山
内
　
昭
廣

師
勝◎

森
　
　
康
守
　
青
山
　
考
伺

○
大
口
幸
太
郎
　
寺
川
　
和
則

○
大
野
　
雅
寛
　
村
瀬
　
𠮷
一

○
長
瀬
　
　
保
　
村
瀬
　
賢
治

　
柴
田
　
眞
一
　
三
浦
　
秋
雄

　
加
藤
　
幹
治
　
大
野
　
好
美

　
杉
野
　
重
治
　
三
浦
　
友
則

　
塚
本
　
鉱
三
　
加
藤
　
仁
女

　
安
田
　
良
一
　
渡
辺
　
　
晃

　
大
口
　
哲
司
　
青
山
　
敬
史

　
山
田
　
博
史
　
森
川
　
徳
行

　
山
田
眞
利
子
　
余
吾
　
鋭
哉

　
水
田
　
　
浩
　
丹
羽
　
秀
之

　
平
手
　
正
人
　
舟
橋
　
政
弘

　
清
水
　
　
晃
　

青
山◎

丹
羽
　
正
実
　
坪
井
　
増
夫

○
河
村
　
和
彦
　
井
上
　
勝
秀

　
坪
井
　
俊
二

敬
称
略
　

みのりん通信
　

３
月
13
日
　
令
和
７
年
度
春
日
地
区
婦
人
学
校
の

閉
校
式
が
春
日
支
店
で
行
わ
れ
、
会
員
と
来
賓
の

丸
山
組
合
長
、
清
須
市
市
民
環
境
部
の
梶
浦
庄
治

次
長
兼
産
業
課
長
、
Ｊ
Ａ
職
員
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
同
学
校
で
は
、
年
間
を
通
し
て
料
理
や
手
芸
、

健
康
や
生
活
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
マ
ホ
教
室
な

ど
を
実
施
。
日
帰
り
研
修
旅
行
の
「
ぶ
ど
う
狩
り
」

と
「
い
ち
ご
狩
り
」
で
は
、
旬
の
味
覚
を
楽
し
み

な
が
ら
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。 

　
部
長
の
鹿
島
美
枝
子
さ
ん
は
、
あ
い
さ
つ
で
活

動
へ
の
参
加
に
感
謝
を
伝
え
る
と
共
に
、
会
員
の

継
続
と
新
規
入
会
者
獲
得
に
向
け
た
協
力
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

 

　

３
月
28
日
　
清
須
市
は
る
ひ
夢
の
森
公
園
で
『
第

17

回
春
日
五
条
川
さ
く
ら
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
活
動
の
一
環
と
し
て
春
日
地
区
婦
人
部
も
イ
ベ

ン
ト
に
出
店
。
自
家
栽
培
の
野
菜
や
果
物
、
花
の

苗
な
ど
を
ブ
ー
ス
に
並
べ
、
来
場
者
に
声
を
か
け

な
が
ら
清
洲
支
店
・
春
日
支
店
の
職
員
と
共
に
農

産
物
の
地
産
地
消
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
内
は
大

勢
の
花
見
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

春日地区婦人部だより

　
営
農
部
は
３
月
20

日
、
清
須
市
の
あ
い
ち
朝
日

遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

産
直
品
の
出
張
販
売
を
行
い
ま
し
た
。 

　
屋
外
の
特
設
ブ
ー
ス
で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ネ
ギ
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ダ
イ
コ
ン
と
い
っ
た
旬
の
地
元

野
菜
の
ほ
か
、
ハ
チ
ミ
ツ
や
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
を
用
意
。
Ｊ
Ａ
職
員
の
声
掛
け
を
耳
に
し
た
イ
ベ

ン
ト
来
場
者
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
近
く
を
通
り
か

か
っ
た
人
な
ど
が
立
ち
寄
り
、
気
に
入
っ
た
商
品

を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。 

　
地
域
の
方
々
に
地
元
農
産
物
の
魅
力
と
食
の

安
全
・
安
心
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

イベントで地元野菜をＰＲ

▲野菜を品定めする来場者

　
営
農
部
は
４
月
４
日
、
令
和
８
年
度
ア
グ
リ
ス

ク
ー
ル
開
講
式
を
西
春
支
店
で
行
い
、
受
講
生
と

実
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
補
助
員
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
約
11

か
月
間
、
共
に
農
業
を
学
ぶ
こ

と
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介
を
行
い
、
受
講

生
は
農
業
経
験
の
有
無
や
受
講
動
機
、
将
来
の
目

標
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。 

　
開
講
式
後
は
、
さ
っ
そ
く
学
び
を
開
始
。
講
師

の
営
農
指
導
課
職
員
が
、『
土
づ
く
り
、
肥
料
の
知
識
、

夏
野
菜
の
播
種
』
に
関
す
る
講
義
を
行
い
、
受
講

生
は
時
折
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
熱
心
に
説
明
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。 

第
10期生11人が入講

令和８年度アグリスクール

▲講義の様子

▲春日地区婦人部の皆さんとＪＡ職員 ▲閉校式の様子

NEWS & TOPICS みのりん通信
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Ʋ ˞ǷƳ Ƕ
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Ƕấ ṹ ẏȚ ⁬ Ƕὖ

ǳ ǚǮǌȆǡƴ᷃ḣ

ǶȧȿɝɠǷǥǶʞǬǯƳᵤ

ʻ̲ǶȊǰ̒ Ƕ ǔ

ȆȒƳ ǝǶ̃Ҝ͕ΚȚ̃

Ǚǧƽ ̃ǕȧȿɝɠƾȚ⁹Ḻ

ǳ ͒ǡȓấ ṹǳ֞Ȓ ț

ǯǌȆǡƴ 

Ʋ˺₵↔Ƿ ׁǶ ǔ֔Ҝƴ

ὒǟǧ ǳџȔ ǲǗј

ǯǕȓȐǎ Țў ӔǟƳ

ᶲḺǜǰǶ Ȍ Ƴј Ț ᴤǔ ǟǲǔȑ ǳ ḨȚ ȉǮǌȆǡƴ 

Ʋ ǎ ṹ ̞ Ȍ ḨƳ Ǧȕǐ̞ǲǱǯ ḹ˨ Ț ǌƳ ˞ ȧȿɝ

ɠǶ Ѭ ṹὖ ǳׅǙǮ ǔ ǟǮ֞Ȓ țǯǌȆǡƴ

Ʋ ǝțƲ
★ẻǕǲ ȁ ⁶Ǖ
★ǒ ǳЋȒ ɆȢȹɊɷ
★ ʵǟǮǌȓǛǰ
ƲƲƲƲƲƲƲɏȸȰɂɇɛɷɪ

Ʋ ǩȋțƲ
★ẻǕǲ ȁ ɧɷȯɪɇ
★ǒ ǳЋȒ ɖɩɲȺȸ
★ẻǕǲ ǻ
ƲƲǒ ǕƳǺȑǔǲȚ ǗǛǰ

ǷȔ

ǓǡƲȇ

仲良しでたくさん遊んでね�

ɷǜὥ ǓȑǶɠɂȺɷȷɷ

▲播種計画について意見を交わす生産者ら

農をつなぐ

←ᵤ ← Л

飼い主：栗木　寛栁さん

ウチの人気者　！

　飼いはじめたきっかけ

Ʋ―ƲϽ̉ǶɔɫɲɀɕɪɈɂȮ Ӣǔ˦ǗǲȒ
ὪǟǓǫǧǓȑ

　性格

Ʋ―Ʋ ǯǡǘǳɒɂȮɩǡȓ
　特技

Ʋ―ƲȡɲɐɲɝɲǶǒȊǩȋǓȑјȓɓɷɔɷ
ǰǌǎ ǳּȗǣǮ ǎǛǰƯ

　好きな食べ物

Ʋ―ƲȬɢɘɃƳȬɤȥɩƳɩɲȳƳ Ȉǵ
　チャームポイント

Ʋ―ƲɅɫɒ ǳɮɲǩȋțǔבǐȓ ϒǔ
ȓǰƳ‾ִǳ ȚǓǟǚǮȷɷǫǰ

ǮǌȓǰǛȕ�
　飼い主さんからひと言

Ʋ―ƲǢɷǫǰϸ ǯǌǮɌ

ɛȸɇɲɅɩȡ

すきな遊びは
お父さんとの

ボールの取りっこ!!

お
い
し
い
お
む
す
び
作
り
の
こ
つ

　

毎
日
の
お
弁
当
な
ど
、
手
軽
に
作
れ
る

お
む
す
び
で
す
が
、
お
い
し
く
作
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
今
回
は
お

む
す
び
作
り
の
こ
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
も
っ
ち
り
と
し
た
お
む
す
び
に

し
た
い
、
ご
飯
粒
の
輪
郭
を
し
っ
か
り
と

感
じ
ら
れ
る
お
む
す
び
に
し
た
い
な
ど
、

目
指
す
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
お
米
の
種

類
を
選
び
ま
す
。
同
じ
品
種
で
も
地
域
に

よ
っ
て
味
わ
い
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
食
べ
比
べ
て
み
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

　

炊
飯
前
に
は
し
っ
か
り
と
お
米
に
吸
水

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
吸
水
が
足
り

な
い
ま
ま
炊
飯
し
て
し
ま
う
と
、
冷
め
て

か
ら
硬
く
な
り
が
ち
で
す
。
冷
水
を
使
っ

て
冷
蔵
庫
の
中
で
６
時
間
以
上
か
け
て
吸

水
さ
せ
る
こ
と
で
、
芯
か
ら
ふ
っ
く
ら
と

炊
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
冷
め
て
も
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

炊
き
上
が
っ
た
ご
飯
は
１
個
分
ず
つ

ラ
ッ
プ
を
敷
い
た
茶
わ
ん
の
中
に
入
れ
、

も
う
一
つ
の
茶
わ
ん
を
ひ
っ
く
り
返
し
て

ふ
た
の
よ
う
に
重
ね
、
左
右
に
軽
く
振
る

よ
う
に
転
が
す
と
結
び
や
す
く
な
り
ま

す
。
手
を
水
で
ぬ
ら
し
て
か
ら
、
指
３
本

で
つ
ま
む
程
度
の
塩
を
手
の
ひ
ら
に
ま
ぶ

し
、
具
を
入
れ
て
包
む
よ
う
に
結
び
ま
す
。

　

こ
の
と
き
に
、
形
を
整
え
よ
う
と
す
る

あ
ま
り
、
ぎ
ゅ
っ
と
結
ん
で
し
ま
う
と
食

感
を
損
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
飯
の
一

粒
一
粒
が
呼
吸
で
き
る
よ
う
に
、
ご
飯
の

粒
と
粒
の
隙
間
の
空
気
を
一
緒
に
結
ぶ
よ

う
な
感
覚
で
結
ん
で
い
き
ま
す
。
ご
飯
粒

の
周
り
は
、
炊
飯
水
に
溶
け
出
た
で
ん
ぷ

ん
が
膜
状
に
な
っ
て
再
付
着
し
た
「
お
ね

ば
」
と
呼
ば
れ
る
み
ず
み
ず
し
い
粘
り
に

覆
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
お
ね
ば
と

お
ね
ば
を
そ
っ
と
出
合
わ
せ
る
よ
う
な
感

覚
で
結
び
ま
す
。
熱
々
の
う
ち
に
結
ぶ
こ

と
で
余
計
な
力
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
お

む
す
び
の
形
状
を
保
ち
な
が
ら
も
口
の
中

で
ご
飯
粒
が
ほ
ど
け
て
い
く
食
感
を
生
み

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

温
か
い
う
ち
は
塩
味
を
感
じ
や
す
く
、

冷
め
る
と
塩
味
が
感
じ
に
く
く
な
り
ま
す

の
で
、
冷
め
た
状
態
で
食
べ
る
場
合
は
、

具
材
の
塩
味
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
見
な
が
ら

塩
を
し
っ
か
り
と
利
か
せ
ま
し
ょ
う
。

米
・
食
味
鑑
定
士
／
お
米
ラ
イ
タ
ー
●
柏
木
智
帆

ご
飯
を
お
い
し
く
楽
し
も
う

一粒一粒が呼吸できるような感覚で結ぶ
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